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週足 

2021/1/6の安値102.59円を起点とした上昇トレンドは、2022年3月のFOMC会合における利上げ開始後、上昇ペースを早め、
151.94円（ 2022/10/21）まで上昇しました。その後、政府・日銀による円買い介入や、米インフレ率の鈍化を理由として、調整
の流れが強まり、127.22円（1/16）まで下落しましたが、日米金利差を背景としたドル買い円売りは根強く、再び151.91円
（11/13）まで値を戻しました。ただ、2023年末にかけて、日銀のマイナス金利解除の思惑や、FRBの早期利下げ観測により
140.25円まで下落（12/28）しました。 

長期概況 

【2024/1/22～1/26】 
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1月第4週のドル円は、148.23円から始まり、148.69円（1/23高値）まで上昇後、146.66円（1/24安値）まで下落しています。た
だ、週後半では148.20円まで値を戻す展開となりました。 
1/23(火)開催の日銀金融政策決定会合で、金融緩和の現状維持決定されたことで一時円安に振れたものの、その後の植田総
裁の会見で「マイナス金利含む緩和策の継続の是非を検討」との発言を受けて147円割れまで急落しました。ただ、植田日銀総
裁による「マイナス金利を解除しても極めて緩和的な環境が続く」とのハト派的な発言から一転円売りが優勢となり、週間高値とな
る148.69円まで上昇しました。その後、米10年債利回りの低下を背景としたドル売りから、146.66円まで下落したものの、米経済
指標（PMIや四半期GDP、新築住宅販売件数等）が軒並み市場より強い結果であったことで、148.20円まで持ち直す動きとなって
います。 



日足ボリンジャーバンドは、中心線が横ばいから上向きに転じており、上昇を示唆しています。 
週足ボリンジャーバンドは、中心線が横ばいとなっており、もみ合いを示唆しています。 
以上のことから、1/29～2/2の週間予想レンジは以下の通りです。 
 
◆予想レンジ 146.30円～150.40円 

注目レート テクニカル 

上値② 150.20 ・週足ボリンジャーバンド+1σ近辺 

上値① 149.75 ・2022/11/22高値、 2022/11/23高値近辺（149.69）、2022/11/24高値近辺（149.71） 

下値① 147.05 ・1/17安値 

下値② 146.30 ・2023/7/14安値137.24から2022/11/13高値151.91のフィボナッチ38.2％押し（フィボナッチ：緑） 
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